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議
会
改
革
諮
問
会
議

次
の
ペ
ー
ジ
は「
令
和
４
年
12
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」

　

１
月
27
日
に
開
催
し
た
臨
時

会
議
で
は
、
黒
田
栄
継
議
員
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
員
辞
職
願
が

審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
許
可

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
報
告
１
件
を
受

理
し
、
補
正
予
算
２
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
行
政
報
告

　

公
立
芽
室
病
院
の
総
合
診
療

科
医
師
１
名
が
３
月
１
日
付
け

で
退
職
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
、

引
き
続
き
医
師
の
確
保
と
、
医

療
の
質
の
向
上
、
経
営
安
定
化

を
進
め
る
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
産
子
育
て
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
実
施
す
る「
出
産
・

子
育
て
応
援
交
付
金
」な
ど
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
各
会
計

補
正
予
算
は
、「
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
、

そ
の
後
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一般会計

項　目 補正額 主な事業

総務費 46,122千円 ふるさと納税特典贈呈事業

衛生費 15,508千円 出産・子育て応援交付金

予備費 △7,738千円

一般会計合計 53,892千円

項　目 補正額 主な事業

病院事業会計 4,686千円 トイレ改修工事

※早苗豊議長は採決には加わりません。

種
　
　
類

議　員　名

議　案　名

寺
町
　
平
一

早
苗
　

豊  

審
議
結
果

議
　
決
　
日

議員辞職の件 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

許可

1/27
行 政
報 告 行政報告 ‐ 採決はありません

議 案 令和４年度芽室町一般会計補正予算（第９号） ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 令和４年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第４号）‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

審議した議案と各議員の賛否

１月
臨時会議

１月
補正予算

原
案
ど
お
り

可
決

一
般
会
計
総
額
は

１
４
１
億
2
’
４
８
０
万
3
千
円

１月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
16
回
　
１
月
20
日（
金
）

調
査
内
容

●
中
心
市
街
地
住
宅
借
り
上
げ
制
度

事
業
者
募
集
状
況
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
事
業
者
募
集
は
、
建
設

費
高
騰
に
よ
る
不
採
算
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
応
募
が
０
件
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
、
質
疑
に
は「
既
存
の

民
間
住
宅
へ
の
資
金
補
助
な
ど
新
た

な
発
想
で
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
る
」等
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

●
空
家
等
対
策
計
画
策
定
事
業
に
つ

い
て

　

実
態
調
査
で
は
１
１
４
戸
の
空
家

が
確
認
さ
れ
、
今
後
は
空
家
所
有
者

に
対
す
る
意
向
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
基
に
改
め
て
計
画
の
策
定

を
進
め
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
公
共
施
設
維
持
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
委
託
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
か
ら
、
都
市
経
営
課
所

管
の
地
域
集
会
施
設
と
公
営
住
宅
に

つ
い
て
、
修
繕
通
報
窓
口
や
日
常
点

検
業
務
等
を
試
行
的
に
民
間
委
託
す

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

第
17
回
　
１
月
19
日（
木
）

第
18
回
　
１
月
27
日（
金
）

調
査
内
容

●
学
生
カ
イ
ゴ
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
励
金

事
業
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
規

事
業
の
進
捗
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
学
生
が
町
内
の
介

護
事
業
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
場
合

に
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
に
上
乗
せ
す
る

形
で
奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す

（
１
５
０
時
間
以
下
は
１
時
間
当
た

り
１
０
０
円
、
１
５
０
時
間
超
は
１

時
間
当
た
り
２
０
０
円
）。

　

町
内
の
介
護
事
業
所
に
受
入
れ
募

集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
６
事
業
所
か

ら
応
募
が
あ
り
、
２
事
業
所
に
３
名

の
学
生
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

質
疑
で
は
、「
よ
り
効
果
的
に
な
る

よ
う
単
価
設
定
の
検
討
が
必
要
で
は
」、

「
町
単
独
で
は
限
界
が
あ
る
。
複
数

自
治
体
で
の
連
携
、
十
勝
全
体
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
取
組
み
も
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
副
委
員
長
を
互
選（
１
月
27
日
）

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長

に「
橋
本
和
仁
委
員
」が
就
任
し
ま
し
た
。

第
21
回
　
１
月
20
日（
金
）

　

議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
に
対

し
、「
多
様
な
議
員
の
な
り
手
」に
つ

い
て
諮
問
が
あ
り
、
全
議
員
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
法
や
選
挙
制
度
の
改
正

な
ど
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
本

町
議
会
と
し
て
取
り
組
め
る
対
応
策

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
①
議
会
広
報
の
充

実
」、「
②
議
員
の
資
質
向
上
」、「
③
議

会
活
動
の
進
化
」、「
④
主
権
者
教
育

の
推
進
」、「
⑤
多
様
な
住
民
参
加
の

創
出
」を
議
会
の
対
応
策
と
し
て
ま

と
め
、
議
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

「
多
様
な
議
員
の
な
り
手
に
つ
い
て
」

～
議
会
改
革
諮
問
会
議
が
議
長
に
答
申

　

１
月
23
日
、
議
会
改
革
諮
問
会
議

（
髙
野
会
長
他
４
名
）は
、
早
苗
議
長

か
ら
諮
問
さ
れ
た
２
つ
目
の
諮
問
事

項「
多
様
な
議
員
の
な
り
手
に
つ
い
て
」

の
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
長
か
ら
は
、「
議
会
や
議
員
の
行

動
や
考
え
方
を
再
考
す
べ
き
と
の
貴

重
な
ご
提
言
に
対
し
、
議
会
と
し
て

真
摯
に
取
り
組
み
た
い
」と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

諮
問
委
員
の
方
々
に
は
、
約
２
年

間
、
９
回
に
わ
た
り
ご
協
議
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
質
問

町政を

問う

　

一
般
質
問
は
、
議
員
個
人
が
町
の
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
を
町
長
な
ど
に
求
め
、
町
が
住

民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
を
進
め

て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

　

年
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
議(

６
月
、

９
月
、
12
月
、
３
月)

で
一
般
質
問
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

８
人
が
登
壇

令和４年12月定例会議 一般質問

手
島
　
旭
　
町
長

手
島
　
旭
　
町
長

程
野
　
仁
　
教
育
長

程
野
　
仁
　
教
育
長

令和５年１月　延べ12時間16分活動しました！議会白書
答
申
内
容
は
こ
ち
ら
か

ら
御
覧
く
だ
さ
い
。
→︎

後列左から平岡委員、江崎副会長、千葉委員、林委員
前列左から髙野会長、早苗議長

答申内容

会　議　名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

本会議 1月 臨 時 会 議
1月27日

0:36 0:10

１．�令和４年度芽室町一般会計補正予算　　
（第１２号）

２．�令和４年度芽室町公立芽室病院事業会計
補正予算（第６号）

1 (61)
9:30～10:16

常 任�
委員会

総務�
経済 第16回

1月20日
0:47 1:43

１．�中心市街地住宅借上げ制度事業者募集状
況について

２．空家等対策計画策定事業について　他
0 (14)

13:30～16:00

厚生�
文教

第17回
1月19日

0:01 0:27

１．�学生カイゴチャレンジ奨励金事業の進捗
状況について

２．�新型コロナウイルスワクチン接種状況等
について　他

1 24�
9:30～11:15

第18回
1月27日

0:00 0:02 １．副委員長の選出について� 0 0�
9:35～9:37

議 会 運 営
委 員 会 第21回

1月20日
0:01 0:27

１．�令和４年芽室町議会定例会１月臨時会議
の運営について

２．議会だより２月号について　他
0 (14)

9:30～9:58

予算決算特別
委 員 会 第12回

1月27日
0:00 0:19 １．�令和4年度芽室町各会計補正予算の審査について 1 (61)

9:53～10:12

全 員 協 議 会 第11回
1月27日

0:25 0:48

１．�芽室高校との意見交換会の総括案につい
て資料

２．�議会報告と町民との意見交換会実施結果
について　他

1 (61)
10:50～12:03

議会広報編集
企 画 会 議 第8回

1月27日
0:00 0:20 １．議会だより２月号の校正について�２．議会だより３月号の編集企画について12:10～12:30

小計 6:06 1:50 4:16 計4 平均33.6

白樺学園高校と芽室町
議会包括連携協定事業

1月24日
0:00 5:00 １学年「議会体験」事前学習 ※

10:00～15:00

白樺学園高校と芽室町
議会包括連携協定事業

1月30日、31日
0:00 3:00 １学年「議会体験」 ※

9:30～11:00

小計 8:00 0:00 8:00

合計 14:06 1:50 12:16 計4 平均33.6

ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
 　　　　　　　　　　※インターネット中継を実施しなかった会議
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橋本和仁　議員黒田栄継　議員

正村紀美子　議員鈴木健充　議員

①　新たな「まちなか」の範囲についての考え方は？
②　「住む」という視点の検討委員会における議論は？
③　「中心市街地住宅借上げ制度」を今後も継続する考えはあるか？

①　町内高等学校の存在意義をどのように捉えているか。
②　�今後、町内高等学校と地方創生に結び付くような関係性を築き、取組の検討

を行う展望はあるか。

①　これまでの対応と今後の展望は？
②　物流拠点構想をどのように実現していくのか？

①　�公園内に飲食店や売店等を設置し、収益を公園整備に充てることができる「park －
Ｐ FⅠ（民間事業者公募）」制度を芽室公園で活用する考えはあるか。

②　プール等周辺施設との関連性の工夫による、まちなかの活性化への見解を伺う。

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
橋
本
　
和
仁

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
黒
田
　
栄
継

①　�教育機関が身近に２校ある恵まれた環境にあること、歴史、伝統、文化等に大き
な影響を与えてきた重要な教育機関であること、次世代の担い手として活躍が期
待されることから、両校の存在は重要だと捉えています。

②　�地学協働の取組を通し、具体的に両校の課題やまちづくりへの参画の可能性など
を議論し、互いの役割と協力体制の構築について検討していきます。

①　�基礎的な調査を実施し、関係機関と協議を重ねながら、課題解決にむけた手法を研究
しています。

②　�今後も本町ならびに十勝全体の農畜産物に貢献するため、企業誘致を進めていきます。

①　�まちなか再生ビジョン策定に向け、検討委員会の開催やアンケート調査等を実施しており、
現在町の各種計画との整合性を図りながら、整理・分析を行っています。その結果を踏
まえ、今後「まちなかの範囲」の考え方をビジョンの素案に盛り込み公表する考えです。

②　�議論や意見は多くありませんでしたが、今後ビジョンの中で「住む」という視点を盛り込むか
検討します。

③�　�公営住宅入居者が利便性の高いまちなかに住むことで、まちなかの人口密度が高まり、
社会経済活動の活性化による様々な効果が期待されることから、今後も継続する考えです。

①　�制度の活用には、採算が取れる公園となることが課題であるため、公園再整備構想の策
定に合わせ、検討する考えです。

②　�芽室公園を恒久・継続的に賑わう魅力ある公園として再整備するためには、町全体の導
線づくり等の視点が重要です。社会体育施設等の周辺施設整備はもちろんのこと、町民
の方からいただいた意見等も参考に、検討する考えです。

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
正
村
　
紀
美
子

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
鈴
木
　
健
充

手島　町長手島　町長

手島　町長手島　町長

　

芽
室
公
園
は
、
多
く
の
町

民
に
と
っ
て
自
慢
で
き
る
場

所
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
貴
重
な
憩
い
の

場
と
し
て
認
識
さ
れ
、
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
中
、

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
選
定
し
た

次
世
代
に
残
し
た
い
芽
室
の

宝
物
と
し
て「
芽
室
公
園
の

柏
の
木
」と「
花
菖
蒲
園
」が

芽
室
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て

町
内
外
の
方
々
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、

将
来
の
芽
室
公
園
が「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」・「
地
域

内
経
済
循
環
」・「
ま
ち
な
か

再
生
」・「
子
育
て
支
援
」・「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
」・「
人

口
減
少
対
策
」・「
観
光
の
振
興
」

な
ど
の
課
題
解
決
策
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
り
、
町
の

発
展
を
左
右
す
る
ほ
ど
大
き

く
関
わ
っ
て
く
る
と
の
想
い

か
ら
、
町
長
の
考
え
を
聞
き

ま
し
た
。
今
以
上
に
、
魅
力

溢
れ
る
公
園
と
な
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。

　

今
回
の
質
問
で
は
、
ま
ち

な
か
再
生
に
つ
い
て
町
の
姿

勢
、
取
組
等
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

庁
内
３
課
か
ら
な
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

町
民
に
よ
る
ま
ち
な
か
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
を
開

催
、
町
の
各
種
計
画
等
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
現
在

整
理
・
分
析
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
町
は
、
生
活
利
便
性
の

高
い
中
心
市
街
地
で
の
高
齢

者
住
宅
対
策
や
、
中
心
市
街

地
活
性
化
及
び
空
洞
化
防
止

対
策
を
目
的
と
し
、
住
宅
施

策
の
推
進
の
一
環
と
し
て
令

和
５
年
か
ら
８
年
度
ま
で
の

４
年
間
で
新
た
に
90
戸
の
ま

ち
な
か
新
団
地
を
借
上
げ
、

公
営
住
宅
と
し
て
整
備
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界

情
勢
に
よ
り
、
物
価
高
騰
な

ど
行
先
き
不
安
な
情
勢
が
続

い
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資

源
、
予
算
の
中
、
今
後
の
町

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

東
工
業
団
地
は
、
物
流
の

中
継
地
点
と
し
て
道
内
外
へ

ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
物
流
関
連
を
中
心

と
し
た
企
業
か
ら
土
地
取
得

に
つ
い
て
多
く
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

す
べ
て
の
土
地
販
売
を
終
了

し
て
お
り
、
企
業
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

課
題
と
な
っ
て
い
る
土
地

の
規
制
に
つ
い
て「
関
係
機

関
と
協
議
を
継
続
し
て
い
る
」、

今
後「
公
表
で
き
る
時
期
が

き
た
ら
報
告
す
る
」と
町
長

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

工
業
団
地
は
、
農
業
、
商

工
業
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、

雇
用
を
創
出
し
、
定
住
人
口

を
増
加
さ
せ
地
域
活
性
化
、

町
税
収
入
も
見
込
め
る
、
重

要
な
政
策
で
す
。
町
の
未
来

を
切
り
拓
く
に
は
、
大
き
な

課
題
を
乗
り
越
え
る
必
要
が

あ
り
、
町
長
の
政
治
力
と
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

二
つ
の
高
等
学
校
を
有
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
芽
室
町

に
お
け
る
大
き
な
特
徴
の
一

つ
で
あ
り
、
今
後
町
の
大
き

な
強
み
に
転
換
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
選

択
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

将
来
を
担
う
世
代
の
、
積
極

的
な
町
づ
く
り
へ
の
参
加
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
質
問
で
、
こ
れ
ら

の
価
値
を
共
有
で
き
た
こ
と

は
、
大
変
意
義
の
あ
っ
た
こ

と
で
あ
り
、
今
後
の
取
組
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の

流
れ
の
中
、
地
方
の
高
校
の

存
在
価
値
を
、
関
わ
る
全
て

の
人
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
最
大
限
発
揮
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
議

論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
令
和
４
年
12
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」

「まちなか再生に関する住まいの在り方」「芽室町における高等学校との連携」

「新工業団体造成と物流ハブ機能の実現を」「芽室公園の活用方法」
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！
」「
表
紙
写
真
」「
３
月
定
例
会
議
の
御
案
内
」「
お
知
ら
せ
」「
編
集
後
記
」

中村和宏　議員中田智惠子　議員

堀切　忠　議員立川美穂　議員

　ハザードマップ等の理解促進や、住民自ら考え適切に行動できるようにするた
めの施策の推進が重要だが、平時から避難行動を想定した準備に関する取組経過
と、今後どのような取組をしていくかを伺う。

①　�発達支援システム策定から13年経過した現在、町が目指す「すべての子どもが自立し、
ともに安心して暮らせる地域社会」の取組評価と課題は？

②　�発達障がいの方や保護者が安心して暮らせる地域をつくるためには、障がい特性へ
の理解促進が必要だが、地域理解を図る取組の評価と今後の展望は？

①　�憲法の原則に照らして、また、食育の推進、保護者の経済的負担軽減、少子化対策、
移住・定住促進等の観点から、学校給食費を無償化すべき。

②　学校給食費の無償化、補助拡大を段階的または条件設定等により実施する考えは？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
中
村
　
和
宏

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
中
田
　
智
惠
子

①　�憲法の規定は、「授業料のほかに、教科書、学用品、その他教育に必要な一切の費用を
無償としなければならない」ことを定めたものではないと認識しており、学校給食法に基
づき、「食材費」のみを保護者に負担いただいています。

　　�また、食育の推進等の観点からは、まるごと給食で一食あたり200円、日々の給食では
22円を町が負担し、一部無償化を実施しています。

②　�現状の一部無償化の継続に努めます。条件設定等については、財源確保を前提に慎重
に検討する考えです。

①　�発達障害の早期発見と関係機関の連携により、乳幼児期から就労期まで一貫性と継続性のあ
る支援体制が構築されました。また14名が一般就労を果たしたことは大きな成果と考えます。
課題は、中学卒業以降の追跡、途中関わりとなる転入世帯への支援、就労における人材マッチ
ング強化等と捉えています。

②　�広報誌への情報掲載、イベントの助成支援や共催等を行っておりますが、様々な障がいへの理
解促進に向け、積極的な取組や支援が必要と考えます。また、保育所等では障がいのある子
もない子も分け隔てなく一緒に過ごしています。障がい特性の理解を深めながら成長することで、
将来大人の立場で地域社会における理解者となることを願っています。

①　�複合的な課題への対応が必要な支援困難事例も増加傾向にあります。適切に対応でき
る体制づくりやサービス提供が求められています。

②　介護人材確保が非常に厳しいと伺っています。人材育成の支援を図ってまいります。
③　�ケアマネジャーの訪問など支援に努めています。介護者の配慮等、さらなる対応が必要

と捉えています。

　平成29年度から３年間、浸水想定区域の町内会を対象に、参加者個人のマイ・タイムライ
ン (※ )に関する内容も含めた水害避難訓練を、令和２年度からは地震災害を想定し、迅速
な避難とコロナ対応の避難運営に重点を置いた訓練を行ってきました。今後は、「洪水時」を
想定した防災教室を実施する予定です。
　また、マイ・タイムラインを含めた訓練等の実施や、安全確保のための「避難情報に関する
ガイドライン」を理解いただく取組など、住民の意識の転換と自助をサポートしていく考えです。
（※）いざというときにあわてることがないよう、避難に備えた行動を一人ひとりがあらかじめ決めておくもの

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
堀
切
　
　
忠

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　
立
川
　
美
穂

手島　町長手島　町長

程野　教育長手島　町長

　「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
自

立
し
、
と
も
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
芽
室
町
で
は
14
年

前
か
ら「
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
特
性
ゆ
え
、
社

会
生
活
を
送
る
上
で
の
困
難

を
抱
え
る
お
子
さ
ん
の
子
育

て
に
は
周
囲
の
理
解
が
必
要

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
の
場
は
理
解
の
あ
る
所
属

機
関
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
周
囲
の
理
解
不
足
か
ら

時
に
心
無
い
言
葉
を
投
げ
か

け
ら
れ
る
な
ど
保
護
者
の
方
々

は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
発
達

障
が
い
を
持
つ
方
の
離
職
率

が
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
る

こ
と
も
課
題
で
す
。

　

他
自
治
体
に
先
駆
け
取
り

組
ん
で
き
た
芽
室
町
だ
か
ら

こ
そ
、
い
ま
一
度
地
域
住
民

の
理
解
促
進
を
図
る
取
組
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
質
問

の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し

た
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
た
い
。
誰
も
が

そ
う
願
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
支
援
を
要

す
る
高
齢
者
を
一
人
も
見
逃

さ
な
い
た
め
に
も
、
高
齢
者

に
寄
り
添
っ
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
機
能
整
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
施

設
は
利
用
者
に
と
っ
て
生
活

の
場
で
す
。
快
適
な
環
境
整

備
支
援
、
生
活
の
場
に
不
可

欠
な
人
材
育
成
の
さ
ら
な
る

支
援
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

老
老
介
護
に
よ
る
悲
し
い

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
二
度
と
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
老
老
介
護
世
帯

を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
に
、

行
政
そ
し
て
地
域
の
支
え
が

何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ
と

を
、
今
回
の
一
般
質
問
か
ら

あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

日
本
は
世
界
で
も
異
常
な

「
賃
金
が
上
が
ら
な
い
国
」で

す
。
実
質
賃
金
は
１
９
９
７

年
か
ら
２
０
２
１
年
に
か
け

て
、
平
均
で
年
収
61
万
円
も

減
り
ま
し
た
。
こ
の
30
年
間

に
日
本
の
平
均
賃
金
は
４

.

４
％
し
か
伸
び
て
い
ま

せ
ん
が
、
同
時
期
に
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
は
50
％
近
く

伸
び
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
物
価
高
騰
で
ま
す

ま
す
子
育
て
世
代
の
負
担
は

重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町

の
給
食
費
は
１
人
年
間
、
小

学
生
で
約
４
．
６
万
円
、
中

学
生
で
約
５
．
４
万
円
～
５
．

６
万
円
で
す
。
特
に
第
２
子
、

第
３
子
と
子
ど
も
が
多
い
世

帯
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学

生
に
な
る
と
教
育
に
係
る
負

担
も
増
え
て
き
ま
す
。
完
全

無
償
化
が
望
ま
し
い
で
す
が
、

条
件
を
設
定
し
た
補
助
も
必

要
と
考
え
ま
す
。
本
来
、
国

が
や
る
べ
き
こ
と
で
す
が
、

本
町
と
し
て
も
、
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

豪
雨
災
害
な
ど
か
ら
の
避

難
対
策
と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
整
備
や
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
取
組
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
の
思
い
で
質
問
し
ま
し
た
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
家
庭

版
事
前
防
災
行
動
計
画
と
言

え
る
も
の
で
、
避
難
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
は
住
ん
で
い
る
場

所
、
家
族
構
成
に
よ
っ
て
家

庭
ご
と
に
違
う
た
め
、
災
害

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え

る「
我
が
事
意
識
」を
育
み
、

避
難
意
識
を
高
め
る
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
成
果

は
家
族
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、

災
害
に
強
い
町
、
人
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

作
成
し
て
頂
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
、
自
宅
の
災

害
リ
ス
ク
と
避
難
経
路
な
ど

を
確
認
し
、
非
常
時
に
ど
う

行
動
す
る
か
、
日
頃
か
ら
考

え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

①　地域包括ケアシステムの推進における現状及び課題は？
②　高齢者施設利用者の安心、安定した環境整備の現状及び課題は？
③　本町における老老介護の実態及び課題は？

「支援を要する高齢者を一人も見逃さない取組の推進「 防 災 対 策 」

「学校給食費の無償化」
「発達障がいへの理解を深め誰もが安心して暮らし続けるまちづくり」
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２
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編
集

後
記

随時
更新中

表
紙
写
真

　

藤
倉
快
吏（
か
い
り
）君
は
春
か
ら

1
年
生
。
お
姉
ち
ゃ
ん
の
ス
ケ
ー
ト

少
年
団
の
練
習
中
に
、
お
父
さ
ん
と

特
訓
で
す
。

か
っ
て
、
自
分
を
信

じ
て
歩
ん
で
く
だ
さ

い
。
陰
な
が
ら
応
援

し
て
い
ま
す
！

■
2
月
は
今
年
度
の
ま
と
め
の
時
期
。

議
会
で
は
事
業
の
総
括
と
次
年
度
に

む
け
た
方
針
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

受
験
生
の
皆
さ
ん
は
、
も
う
一
踏
ん

張
り
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
向

お知らせ

黒田栄継議員の
議員辞職について

　黒田栄継議員から、令和
５年１月17日付けで議員を
辞職したい旨の辞職願が提
出され、令和５年１月27日
の臨時会議において辞職の
許可を決定しました。

議会傍聴で芽室の未来が見える！
団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備
のため事前に議会事務局までご連絡ください。

（0155-62-9731）

インターネット中継はコチラから視
聴できます。（過去の録画もあります）

３月定例会議の
御案内

2日　９：３０～　初 　 　 日
15日　９：３０～　一 般 質 問
16日　９：３０～　一 般 質 問
23日　９：３０～　最 終 日

■
議
員
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
3
か

月
程
と
な
り
、
感
染
症
に
苦
慮
し
た

任
期
終
盤
と
な
り
ま
し
た
。
充
分
な

議
会
活
動
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、

最
大
限
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
活
動
を
継

続
し
て
き
ま
し
た
。
町
民
の
意
向
と

町
の
施
策
・
財
政
視
点
・
情
報
公
開

等
を
議
員
間
討
議
か

ら
議
決
す
る
議
会
を

一
層
進
め
て
参
り
ま

す
。

柴田正博

話
で
き
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
退
散
！

■
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
ー
会

議
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
12
月
久
し
ぶ
り
に

対
面
で
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
に
お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
会堀切　忠

～『議会』に参加しませんか！～
議会モニターは、気軽に議会に参加することのできる「チャンネル」です。
皆さんの声や思いを、議会・議員とキャッチボールする「チャンネル」です。

多数の御応募をお待ちしています！

★資格要件　　　�芽室町民であること。ただし、町外から芽室町内に在学・勤務している方も
可。議会のしくみや町の行政などに関心がある方。

★任　　期　　　令和５年４月1日～６年３月31日
★報　　酬　　　会議に出席した際に3,300円を支給します。
　　　　　　　　（居住場所によっては、別途交通費相当を支給します。）
★主な役割　　・�議会だより掲載の「モニターの声」への寄稿（200文字程

度・年１回）
　　　　　　　・議会が依頼するアンケート等への回答（年数回）
　　　　　　　・�モニター会議（モニターと議員との意見交換）への出席（年

２回程度）
★応募期限　　令和５年２月28日（火曜）
★応募方法　　議会事務局に御連絡をお願いします。
　　　　　　　�（電話は月～金の9時～17時。正午から13時を除く。　

メールは住所・氏名・電話番号・「モニター希望」と記載。）
　　　　　　　TEL:0155-62-9731　FAX:0155-62-9813
　　　　　　　e-mail：g-shomu@memuro.net

議会モニター募集中

正村紀美子
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